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02 ぺ及びC 6' …06" の 2 つの分子内水素結合により安定な構造をとっているO また， 3 つの分子











活性が一番強いクェルシトリンは， 0 1, 05 , 07 , 03' , 04' , 03" , 04" の 7 つの酸素原子
と酵素の阻害剤結合部位との間でそれぞれ水素結合が可能であり，また，酵素側には，クェルシトリン
分子が入ることのできるポケットが存在しているものと推定した。
論文の審査結果の要旨
本論文は， 4 種のフラボノイド化合物の分子構造をX線解析法およびNMR法によって明かにすると
ともに，その結果を糖尿病性白内障の原因と考えられるアルドース還元酵素阻害活性の機構解明に適用
して多くの興味ある知見を得たものであり，薬学博士の称号を授与するに値するものと認めるO
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